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県政市政報告会
式 次 第
１．開会あいさつ
２．主催者あいさつ
３．県政報告
４．市政報告
・3月議会の概要
・一般質問の概要

５．意見交換
・県政・市政に対する要望など

６．閉会あいさつ
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４．市政報告 令和７年３月議会の概要

１．令和６年度一般会計補正予算（第７号）
補正額2億6171万円（補正後予算額492億2673万円 ）

□小・中学校屋内運動場環境改善事業；1798万円
・猛暑対策のため、市内全小中学校（小学校21校及び中学校10校）の体育
館に気化式冷風機を設置

・各学校に3台配備
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□樋田中島線災害防除事業；2000万円
・市道樋田中島線（青の洞門）岩盤崩落による崩落危険箇所の法面
調査結果に基づく法面・落石対策工事

・令和7年秋の観光シーズン前に完成予定

但し、名勝耶馬渓の指定区域にあり、文化庁への手続き等により
遅れることも想定される。
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２．令和７年度一般会計当初予算４７４億5256万円
（前年度比 １５億１６０９万円＋３．３％）

【財政の健全性】
持続可能な財政基盤の確立のため、「行政サービス高度化プラン2022」の基
本目標である令和８年度末に「財政調整用基金残高30億円以上」、「公共施設
等整備基金残高7億円以上」、「市債残高400億円以下」を堅持する。
（１）財政調整用基金残高 R5 59.1億円 R6 52.6億円 R7 35.8億円

※R6,R7は、R7当初予算編成時の見込み
（２）公共施設等整備基金残高 R5 12.6億円 R6 13.1億円 R7 13.1億円
（３）市債残高 367.8億円 R6 390.1億円 R7 386.2億円

※R6,R7は、R7当初予算編成時の見込み

予算規模は前年度より15億1609万円の増額となり、過去最大規模。
防災・減災、少子高齢化対策、子育て支援、若者や女性への支援、地域経済
の好循環、物価高騰対策、ＧＸ・ＤＸの推進など、様々な施策を盛り込んでいる。
普通建設事業については、前年度より3億5524万円の減額となり、鶴居児童
ク ラブ整備、三保小学校整備、大幡幼稚園整備に係る経費などを計上。
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□コミュニティバス運行事業；8166万円

（三保線）中津駅～市民病院～洞ノ上～北原東～市民病院～中津駅
（豊前中津線）豊前市役所～吉富町役場前～ゆめタウン前～市民病院
（三光支所）西秣線、深水・小袋デマンドバス
（耶馬溪支所）山移南線、深耶馬東線、山移北線外10線
（山国支所） 溝部槻木・三郷1・三郷2 デマンドバス
（本耶馬渓支所）屋形線、東谷線、西谷線

→令和7年度より各路線月1回イオンモールまで試験運行

◎既存路線 西谷線（月・木）
屋形線・東谷線（火・木）

◎試験運⾏ 各路線 月1回水曜日
イオンモール三光まで延伸
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□【UJIターン推進事業】奨学金返還支援事業；400万円
・中津を離れた若者を再び呼び戻し、雇用の確保、定住率の向上及び将
来の地域を担う人材の確保を目指すため、奨学金の返還を支援する。

【対象者】以下のすべてを満たす方
・中津市へUターン（市内の小・中・高のいずれかを卒業）した者
・中津市に住所を有する30歳未満の者（5年以上居住する意思のある方）

・市内企業に就労する正規雇用者、正規に準じた雇用形態の非正規
雇用者、新たに個人事業や起業を行った者、農林水産業に従事し
た者（出向・派遣・転勤、公務員等を除く）

【支援額】年間上限10万円・最長5年間（最大50万円）

2020年国勢調査データに

より、島根県中山間地域研
究センター人口推計プログ
ラムで、大塚作成

高卒、大卒者の転出
超過対策が急務
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□【在宅老人支援事業】認知症支援事業；102万円

・認知症高齢者の支援としてGPS機器の貸与を行う.
・令和7年度から新規にSOSネットワーク登録者及びその家族が地域で

安心して暮らせるよう「認知症高齢者等個人賠償責任保険」に加入
する。

・認知症の高齢者等が日常生活における故意ではない事故により第三
者に対して法律上の損害賠償責任を負った場合において、これに伴
う損害を補償する保険です。自己負担はありません（保険料は、市
が全額を負担します）。

中津市認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク

認知症等により、行方不明になる恐れのある方につき、事前にその方のお名前やお
写真を登録し、実際に行方不明となった場合に、中津警察署・中津市消防本部・中津
市が情報共有を速やかに行い、早期発見に資する事業となっています。

また、ご家族の希望があれば、その他協力機関への捜索を依頼し、早期発見へ繋
げます。
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□大幡児童クラブ整備事業；4284万円
・大幡幼稚園園舎の改築に合わせ、児童クラブ
を併設することにより、学校施設との複合化
による待機児童の解消を図ります。

・全体事業費；6120万円
・事業期間；令和6年度〜令和8年度
・定員；45名

□鶴居児童クラブ整備事業；1億938万円
・鶴居児童クラブは、施設の老朽化に加え、建物が狭く、令和6年度は

利用定員を大幅に超過した数の児童が入所している状態です。待機
児童の解消、安全・安心及び快適なこどもの居場所づくりのため、
建物を増改築し、定員を53名増。（現行37名⇒90名）

・事業期間；令和7年度

□三保児童クラブ整備事業；1458万円
・三保小学校校舎の改築に合わせ、児童クラブを併設することにより、
学校施設との複合化による待機児童の解消を図ります。

・全体事業費；3462万円
・事業期間；令和6年度〜令和8年度
・定員；36名（現行27名⇒36名）



・受付時間：平日・土曜日は午後7時から翌朝8時、日曜・祝日は午前8時～翌朝8時
・対象エリア：市内全域
・相談内容：受診の必要性や緊急性のアドバイス、医療機関案内など
・料金：相談は無料（通話料は相談者の負担）
・注意事項：激しい痛みや呼吸困難など緊急性がある場合は、すぐに119番通報する。

また、子どもが病気やけがで心配なときや、病院へ行った方が良いかどうか判断に迷
ったときには、大分県こども救急電話相談事業（♯8000または097-503-8822）を利用す
ることもできます。 9

□救急医療電話相談事業（#7119）；168万円

【事業の概要】救急医療電話相談事業(♯7119)とは、住民が急な病気やけ

がをしたときに、「救急車を呼んだほうがいいのか」、「今すぐ病院
に行ったほうがいいのか」などで迷った際の相談窓口として、専門家
から電話でアドバイスを受けることができる仕組みです。大分県を実
施主体として県内全域にて行います。

＃7119
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□中山間地域創業・事業承継支援事業；500万円

・集落機能の維持及び中津市への定住促進による地域の活性化を図
ることを目的に、中山間地域(三光・本耶馬渓・耶馬溪・山国地
域)で創業・事業承継をする方を対象に創業等に要する初期経費を
助成します。

・令和7年度から、新規事業に加え事業承継も支援の対象とし、さ
らに居住要件を旧市内にも拡大します。
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□本耶馬渓観光振興事業；200万円
・令和6年度より日本文理大学及び別府溝部学園短期大学との大学

連携事業を取り組んでいます。今年度は学生からの提案を実現す
るため、観光におけるハード整備やイベント実施、中津市産そば
を使った加工品の商品化・宣伝活動等に取り組みます。

【大学連携事業の概要】

①別府溝部学園短期大学；中津市産そばを使った加工品の商品化
及び宣伝活動など

②日本文理大学；ジップライン（洞門キャンプ場）やテントサウ
ナ（やかた田舎の学校）の設置、バイカー向けイベント（青の
洞門周辺）の実施など
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□青の洞門周辺整備事業；6348万円

・青の洞門周辺観光の入り口として、観光
客の利便性向上及び誘客につなげるため、
青の洞門対岸の用地を購入し駐車場・視
点場を整備

・令和7年度：設計委託、用地取得など

当初計画から
の変更
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□大幡幼稚園改築事業；1億7138万円

・事業年度：令和6年度～令和8年度
・全体事業費：4億681万円
・令和7年度：本体工事、手数料
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□小･中学校防犯カメラ設置事業；2200万円

・小･中学校に防犯カメラを設置し、児童・生徒の安全
性の確保及び不審者侵入の抑止を図る。

・小･中学校10校(小学校6校、中学校4校)に防犯カメラ
を設置
令和8年度以降；予算に応じて随時設置。

・1校あたりカメラ5台(正門×1、裏門×1、昇降口×2、玄関×1)

□水泳授業指導者派遣事業；95万円

・小学校低学年の水泳授業において、専門指
導者を派遣することで、児童の安全性・教
育効果の向上、教職員の負担軽減を目指す。

・対象：小学校低学年（1・2年生）、授業2
コマを想定
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□（仮称）中津市新学校給食共同調理場整備運営事業
・市内全域の幼･小･中学校の学校給食調理場（7100食）を整備
・期 間；令和25年度まで
・限度額；94億3,071万円に金利、物価変動及び税制度の変更等による増減額を加えた額

【限度額内訳】 建設費用；40億3766万円、運営費用；53億9305万円
【財源内訳】 国庫支出金 5億6406万円、地方債 24億4260万円、

一般財源 64億2405万円

≪債務負担行為≫

・新たな学校給食整備運営事業の事業手
法として、ＰＦＩ法に基づき、施設の
設計・建設・維持管理・運営を長期か
つ一体的に民間事業者に委ね、効率的
な整備・運営を行う。

※債務負担行為とは、将来にわたる債務を負担することを定めた行為で一般家庭
に例えると「ローン」にあたり、議会がローンを組むことを認めるものです。

PFI（プライベイト・ファイナンス・イニシアティブ）と
は、公共施設等の設計、建設、維持管理及び運
営に、民間の資金とノウハウを活用し、公共サー
ビスの提供を民間主導で行うもの。
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□中津市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例の一部改正

（要旨）消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令
の一部改正に伴い、非常勤消防団員に支給する退職報償金の額
を増額し、非常勤消防団員の処遇改善を図るための改正

新
設

３．条例の改正
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□中津市立中津市民病院及び小児救急セン
ター使用料及び手数料条例の一部改正

（要旨）無痛分娩を実施することに伴い、新たな料
金を設定し、妊婦等が抱える出産時の痛みに
対する不安の解消を図るための改正



（要旨）

近年、顧客や団体による過度な要求や不当な振る舞いによって労
働環境や企業、事業主が脅かされ、働く人々の心身の健康や事業活
動に影響を及ぼすカスタマーハラスメント（カスハラ）が全国的な
問題となっている。中津市内においても同様に民間の就業者や企業、
団体、事業主に対して悪質なカスハラが発生しており、早急な対応
を求める意見が議会、議員にも寄せられている。

そこで、中津市として、「カスタマーハラスメント根絶により誰
もが安心して働ける環境と事業活動ができるまちづくり」を宣言し、
そのまちづくりを実行するため、カスハラの実態調査を行うととも
に、カスハラの通報、相談窓口の設置やカスハラ行為の確認・認定
を行う対策委員会の設置、制裁措置などを盛り込んだ「カスタマー
ハラスメント防止条例」を制定することを強く求める。

４．議会決議【採択】

・カスタマーハラスメント根絶により誰も
が安心して働ける環境と事業活動ができ
るまちづくりを目指す決議
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【千木良 孝之市議】

１ 道路計画について
①万田沖代線

②臨港道路１号線

③下池永西大新田線道路

④その他幹線道路

２ 防災について
①自主防災組織の活動状況

②災害時の避難所

３月議会の一般質問項目 【千木良 孝之 議員】

４．一般質問の概要
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１ 「これからの中津市の教育」をどうしていくのか
①「公立幼稚園」だからできることは
②地域の学校の在り方

２ 新しい文化を地域の活性化につなげるには
①これまで山国町に来たコスプレイヤーの数
②コスプレイヤーが山国町に多く来るようになった要因は
③現状について（成果と課題）

④地域の活性化によりつなげることについての支所の展望は

３ 災害時にも安心できるまちづくりは（孤立集落対策について）
①孤立集落の実態調査の結果
②市としての孤立化の防止対策
③孤立集落に対する支援

３月議会の一般質問項目 【木佐貫 佳子議員】



ご清聴ありがとうございました。
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